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宮崎県立宮崎西高等学校・附属中学校図書館 

                ＊学校 HP〉学校図書館〉＃図書館の日常随時更新中 

 

 令和 8年が始まりました。今年は午年（丙午）です。 

天駆ける馬のごとく、力強く、でもしなやかに物事を 

進めていける一年となるといいですね。 

 ３学期は、今の学年のまとめの学期でもあります。 

学習面はもちろんですが、一年間の自分の読書生活に 

ついて振り返ってみませんか？ 

出会った作品や著者のこと、自分のものの見方・考え方に 

影響を与えた作品について、またなぜ自分は読む（あるいは 

読まない）のかなどを深く考えていく機会にしてもらえたらと思います。 

 今年もさまざまな出会いを提供していきたいと思います。 

 

 

 

 

             今年も用意しました。開けてびっくり、ワクワク 

ドキドキの「本の福袋」を限定 30袋、中学、高校１、 

２年生の図書委員各自が 36000 冊の中から 2 冊ずつ

セレクションしています。 

             それぞれにメッセージカードが付いているので、中 

を想像しながら選んでください。なお、おまけが入っ 

ている袋を借りた人は、今年当たり年かも！？ 

             福袋の貸出は、１月 14日（水）からです。 

 

 

   

 

現代社会は目まぐるしい！ 

日常に追われているこの１分 1秒の 

あいだに様々な事象が起こり、変化 

しています。 

 今は瞬時に WEBで最新のニュース 

を読むことができますが、自分の興 

味関心外の世界につながることが案 

外難しくなっています。WEB情報を有用に使うためにも、多角的視点をもつこ 

とが大切になります。その視点を育むための一つに、「新聞記事を読む」があ

ります。比較して読むことにより、異なる考えを知る機会をもち、そのうえで 

「他者の靴を履いてみる」（ブレイディみかこ氏の著書にもありますね）スタ

ンスをもつことが肝要となります。そのはじめの一歩
．．．．．．

として新聞を読むことを

お薦めします。 

  図書館では、朝日、毎日、読売、日本経済、宮日新聞の 5誌から８つのカテ

ゴリーの記事をスクラップし、図書館前廊下掲示板と高校 2年のフロアパネル

に掲示しています。（１週間から 10日で記事を張り替えます） 

また、英字新聞は ASAHIweekly 、The Japan Newsの２誌です。  

   

 

 いよいよ大学共通テストが近づいてきました。体調を整えて、これまで積み重

ねてきた力をまずはここで発揮できることを願っています。 

 図書貸出は、原則 1月 22日（木）までとなります。 

◎なお、２次対策等で関連図書が必要な場合は、個別に対応します。  

 

年の初めに福袋！  図書委員会企画 

新聞で社会の“いま” 

を認識しよう。 

 お知らせ 
高校３年生の貸出について  

返却完了日：1月 30日（金） 



 

 

 1月 5日は二十四節気のひとつ小寒でした。このあたりから本格的な寒さが訪

れるとされています。寒いといえば雪、雪といえば中谷宇吉郎、中谷は科学者、 

科学者といえば、未来の科学者たちがめざすオリンピックがあります。 

ということで選んだのはこちら。関連図書をカバン棚の上に展示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本校では、ほぼ毎月新しい本が蔵書として仲間入りします。 

今回は、昨年 10月 21日から 12月 21日までに入った本になります。 

紹介リストは、学校 HPの学校図書館のページと Google Classroomの図書館

ルーム Librarylaboにアップしているのでそちらで見ることができます。 

なお、図書館廊下掲示板にも掲示しています。 

 

 

 

   

新学期がはじまり、1週間が経ちました。 

 借りた本の返却は済みましたか？まだの人はすみやかに返却しましょう。 

 なお、すべての本を返却したうえで貸出可能となります。 

 

 

 

 休みぼけ解消。クイズで頭の中を切り替えよう。解けた人は、図書館まで。 

先着 5 名に粗品進呈。  ＊クイズの出典：としょかん通信１月号（全国 SLA） 

 

 

 

 

棚からひとつかみ「めざせ！科学者」  

『中谷宇吉郎 雪を作る話』404 ナ 

中谷宇吉郎著（平凡社） 

 「雪は天から送られた 

手紙である」の名言を遺 

した物理学者にして雪の 

博士による珠玉のエッセ 

イ。科学と向き合うとき、そ 

そこには数値化できない 

自然の営みと人間の感性 

との融合があることを著者の言葉が気づか

せてくれる。 

『理系の子 高校生科学オリンピックの青春』404 タ  

ジュディ・ダットン著 横山啓明訳（文藝春秋） 

            本校は種々の科学オリンピックをめざす生徒が多い。 

           2012 年に刊行された本書は、国際学生科学フェアに 

           出場したなかの６人の理系高校生の実話。 

            世界中の探究心にあふれた若者達の中から予選を勝ち 

           抜き晴れの舞台に立った彼ら一人ひとりに通じるのは、 

           秀でた研究の成果物はもちろんだが、むしろそれらを 

生み出すきっかけとなった日常の何気ない光景から研究 

のタネを見出しているということ。そのタネを育てるプ 

ロセスを楽しむ熱いハートだ。 

を楽しみ愛する姿 

～中谷宇吉郎の本～ 

・『科学の方法』岩波新書 1958 

・『雪は天からの手紙 中谷宇吉郎

エッセイ集』池内了編 岩波少年文

庫 2002 

『雪』岩波文庫 1994 

『雪と氷の科学者 中谷宇吉郎』

東晃著 北海道大学図書刊行会 1997 

『中谷宇吉郎の森羅万象帖』

LIXIL 出版 2013 

◎・印は本校図書館にある本です。 

10 月～12 月の新着図書紹介をアップしました。 

冬期休業貸出の本は返却しましたか？  

図書館 de 頭の体操 

【カルチャー編】 

馬は道路交通法では、 

どれに分類されるで 

しょうか？ 

  ①軽車両 

  ②大型車両 

  ③人 

【歴史編】 

世界文化遺産で、日本 

最古の木造建築である 

法隆寺は次のうち、ど 

の木を使って建てられ 

たのでしょうか？ 

  ①スギ 

  ②ヒノキ 

  ③マツ 

 


